
地域課題の解決やブレークスルーをもたらす人材の育成を通じ、地域に信頼され、知の中核となる大学へ

背景

地域活性化人材育成事業 ～SPARC～

• 大学が学生に身に付けさせようとする能力と、産業界等の
地域社会が学生に期待する能力が乖離

• 大学が外部のリソースを十分に獲得できていない
• 産学連携が局所的、限定的な取組にとどまる

【事業期間】
最大６年間 財政支援（令和４年度～令和９年度）

【選定件数・単価】
タイプＡ：大学院教育型（5年一貫）
10件×50,000千円
タイプＢ：学部教育型
15件×150,000千円

【事業スキーム】
◆対象 : 国公私立大学
◆資金：民間からの資源も獲得
◆取組の内在化：事業の継続性発展性を確保するため、

事業の進捗に合わせ補助額を逓減

地域発イノベーションに必要な人材を
地域で育成するエコシステムを確立

高大接続

タイプＡ：大学院教育型（５年一貫）
地域課題に立脚した社会実装教育プログラムの実施

大学の授業科目を先取り履修
→理系進学を敬遠しがちな女子生徒向けの取組等を実施

• 学部・研究科間の枠を超えた体制整備
• 個別の大学の枠を超えた高度な連携
• 産学官金連携による地域発イノベーションを創出
• イノベーションを起こし続ける人材育成システム

【取組要件例】
• 大学等連携推進法人等を活用し、大学間の

高度な連携を行った上で（※タイプB）、
産学官金と連携し、地域ニーズに応える分野
融合型の学位プログラムを構築すること

• 上記の教育課程を活用し、社会人等を対象に
地域産業を高度化する体系的な履修証明
プログラムも構築すること

• 学生支援・地域イノベーションを支えるための
基金を産業界・自治体が連携し、創設すること

産学官金による地域連携プラットフォーム
大学の枠を超えた知識獲得や

体験等を通じた包括的な能力を涵養
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大学間連携を高度化し、空間的な制限や
分野的な制限を打破し、各大学の強みを
共有し、学位プログラムを構築。
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地域の高度化

Supereminent Program for Activating Regional Collaboration
令和4年度要求・要望額 28億円

（新規）

地域から世界へ通用する
グローバル化の実現

学内リソースの総結集 実社会のフィールド
や課題との連携

地域を再生し世界を
牽引する人材の育成

事業イメージ

地域社会における大学の課題

大学間連携・分野融合(STEAM)のカリキュラムを構築
タイプＢ：学部教育型

大学のリソースを活用した
地域発イノベーション

・地域課題の解決
・ベンチャー創出
・地域ビジネスの再構築

• 地域立脚型のプログラム
地域課題の提案
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